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市民と築き、共に歩み続ける　夢を現実へ、
未来を創る新たな軌跡
平成17年11月７日。１市６町それぞれ７つの道を歩んできたまちが一つになり、一本の大きな道を歩んでいます。
一歩ずつ着実に前に進みながら、新たな霧島市の歴史を刻みます。

THE 3rd ANNIVERSA RY KIRISHIMA CITY

市民の皆さんの声を市政に反映するために各地で開催された「市長と語イもんそ会」
合併効果を最大限に生かすためにとりまとめた「行政改革大綱」
強固な財政基盤をつくりあげるための「経営健全化計画」
美しいふるさとを守り続けるための「環境基本条例」
霧島市の１年目は、市民の声に耳を傾け、新たな市政の基礎基盤を築く１年でした。
そして、日本一のふるさとづくりを目指したまちづくりへの出発。
これまでの３年間を振り返り、そしてこれからの霧島市の未来を見つめます。

市民の皆さんの声を市政に反映するために各地で開催された「市長と語イもんそ会」
合併効果を最大限に生かすためにとりまとめた「行政改革大綱」
強固な財政基盤をつくりあげるための「経営健全化計画」
美しいふるさとを守り続けるための「環境基本条例」
霧島市の１年目は、市民の声に耳を傾け、新たな市政の基礎基盤を築く１年でした。
そして、日本一のふるさとづくりを目指したまちづくりへの出発。
これまでの３年間を振り返り、そしてこれからの霧島市の未来を見つめます。
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未
来
へ
の
軌
跡 

日
本
一の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
への
歩
み

線
路
は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も
、
野
を
越
え
山
越
え
谷
越
え
て
。
次
の
レ
ー
ル
を
共
に
創
り
ま
し
ょ
う

霧
島
市
が
合
併
し
て
２
年
目
と
な
る
平
成

18
年
11
月
に
、
霧
島
市
誕
生
１
周
年
記
念
式

典
で
「
霧
島
市
民
憲
章
」
と
「
市
の
宣
言
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
私
た
ち
が

未
来
へ
と
歩
み
続
け
て
い
く
羅
針
盤
で
あ
り
、

基
本
的
理
念
と
し
て
の
象
徴
で
す
。

平
成
20
年
３
月
、
将
来
に
わ
た
っ
て
誇
り

あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
、「
第
一
次

霧
島
市
総
合
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
29
年
度
ま

で
の
向
こ
う
10
年
間
の
歩
む
べ
き
方
向
を
示

し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
政
運
営
を
進

め
る
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

未
来
へ
の
軌
跡

霧
島
市
は
中
山
間
地
域
の
移
住
定
住
を
進

め
る
た
め
の
「
霧
島
市
移
住
定
住
に
関
す
る

促
進
条
例
」、
元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

た
め
の
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
充
実
」、
市
民

と
一
体
と
な
っ
た
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
な
ど
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と

自
然
が
輝
き
、人
が
拓
く
、多
機
能
都
市
」を

実
現
す
る
た
め
に
、
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

「
市
民
が
主
役
」、
そ
の
市
民
の
皆
さ
ん
と

霧
島
市
誕
生

H17.11.7

01

01

平成17年11月７日、国分
市・溝辺町・横川町・牧園
町・霧島町・隼人町・福山
町の１市６町が合併し、県
内２番目の人口と面積を
誇る県央の都市、霧島市
が誕生。

語
イ
も
ん
そ
会

H18.2〜

02

安
心
・
安
全

H18.10〜

03

市
民
憲
章
発
表

H18.11.5

04

総
合
防
災
訓
練

H18.11.9

05

コ
ア
・
よ
か

H19.7.6

06

環
霧
島
会
議

H19.11.9

07

総
合
計
画
策
定

H19.12.26

08

環
境
美
化
保
全

H20.4.1

09

移
住
定
住
促
進

H20.4.1

10

ふ
れ
あ
い
バ
ス

H20.4.1

11

栄
誉
賞
授
与

H20.9.24

12

共
に
策
定
し
た
総
合
計
画
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
は
市
民
の
皆
さ
ん
も
参
画
す
る
公
正
公
平

な
透
明
性
の
高
い
行
政
評
価
、
共
生
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
が
積
み
重
な
り
、

力
強
い
一
本
の
軌
跡
を
描
い
て
い
く
。
人
々

が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
「
日
本
一
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
み
続
け
ま
す
。

05

災害時にとるべき行動の
確認や防災活動に必要な
知識・技術の習得などを
目的に、総合防災訓練を
霧島地区で実施（参加者
約800人）。平成20年5月
には隼人地区で実施。

09 06

国分パークプラザに、各
種証明書発行や収納事
務を時間外でも取り扱う
市民サービスセンター「コ
ア・よか」を開設。平成20
年４月からはパスポート発
給事務も開始。

霧島市環境基本条例の
基本理念に基づき、市、
市民および事業者の責
務などを規定する「霧島
市生活環境美化条例」と
「霧島市天降川等河川環
境保全条例」を施行。

07

「霧島山」をふるさとの山 
と捉（とら）え、鹿児島県
（霧島市・曽於市・湧水
町）、宮崎県（都城市・小
林市・えびの市・高原町）
の５市２町により、県境を
越えた環霧島会議が発足。

04

「霧島らしさ」を表現し、
「親しみやすく」「わかり
やすく」「おぼえやすい」を 
キーワードに、「霧島市民
憲章」と５つの「市の宣
言」を策定。霧島市誕生１
周年記念式典で発表。

08 02

まちづくりの原点は市民
参加と協働。市民の皆さ
んと共に語る「市長と語
イもんそ会」を41回開催。
「市長とランチで語イもん
そ会」など今もなおその機
会は引き継がれている。

03

安心・安全なまちづくりを
呼びかけ、61団体の防犯
パトロール隊が結成され、
市民自ら地域を守る防犯
体制が市内ほぼ全域で整
備される。その結果、犯罪
発生率が顕著に減少。

12

霧島市出身、前田美順選
手の北京オリンピック・バ
ドミントン競技での大活
躍を称（たた）える入賞祝
賀会を開催。霧島市とし
て第1号となる「霧島市ス
ポーツ栄誉賞」を授与。

1011

溝辺・福山地区において
新たにコミュニティバスを
運行し、市内全域での運
行を開始。これを機会に
バスの名称を「ふれあい
バス」に統一。運賃も定額
150円とした。

霧島市政の平成20年度
から29年度までの向こう
10年間の基本的な運営
指針となる「第1次霧島市
総合計画」の基本構想を
策定。平成20年3月に計
画書をまとめる。

夢を現実へ、
未来を創る新たな軌跡

The 3rd ANNIVERSARY
KIRISHIMA CITY

霧島・元気なふるさと再生
事業群の一環として、中山
間地域への移住定住を
促進するため、転入者に
補助金を交付する内容の
「霧島市移住定住に関す
る条例」を施行。
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飯
田 

真
由
美
さ
ん
（
横
川
）

中
村 

正
人
さ
ん
（
国
分
）

坂
田 

和
美
さ
ん
（
隼
人
）

黒
木 

辰
二
さ
ん
（
隼
人
）

丸
野 

涼
子
さ
ん
（
牧
園
）

末
重 

良
規
さ
ん
（
溝
辺
）

010203040506
こ
の
ま
ち
、こ
の
人
、こ
の
暮
ら
し
。

霧
島
市
制
２
年
目
、３
年
目
の
軌
跡

■
平
成
18
年
11
月

◦�

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
（
霧
島
地
区
、
参
加
者
約
８
０
０

人
）
。

■
平
成
19
年
２
月

◦�

行
政
改
革
大
綱
を
基
本
に
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。

併
せ
て
、
「
霧
島
市
組
織
機
構
再
編
計
画
」
、
「
霧
島
市

定
員
適
正
化
計
画
」
、
「
人
材
育
成
計
画
」
も
策
定
。

◦�

国
分
西
小
学
校
の
大
規
模
校
解
消
に
つ
い
て
、
「
霧
島
市

立
小
・
中
学
校
規
模
及
び
通
学
区
域
等
適
正
化
審
議
会
」

か
ら
新
設
校
を
設
置
す
る
こ
と
で
答
申
が
あ
り
、
国
分
福

島
の
製
陶
所
跡
地
を
学
校
用
地
と
し
て
取
得
し
、
平
成
20

年
９
月
（
仮
称
）
第
二
国
分
西
小
学
校
の
校
舎
新
築
工
事

に
着
工
。
平
成
22
年
４
月
開
校
予
定
。

■
平
成
19
年
３
月

◦�

㈳
国
土
緑
化
推
進
機
構
よ
り
、
霧
島
市
を
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
に
認
定
。

■
平
成
19
年
４
月

◦�

本
庁
の
一
部
と
総
合
支
所
に
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
、
15

課
44
係
を
削
減
。

◦�

職
員
提
案
に
よ
る
昭
和
の
日
記
念
事
業
「
も
み
じ
オ
ー

ナ
ー
植
樹
祭
」
を
開
催
（
自
然
教
育
の
森
）

◦�

霧
島
市
消
防
局
隼
人
分
遣
所
新
築
移
転
（
隼
人
町
西
光

寺
）

◦�

Ｊ
Ｒ
国
分
駅
の
周
辺
整
備
（
西
口
駅
前
通
線
、
西
口
駅
前

広
場
、
東
西
自
由
通
路
の
整
備
）

■
平
成
19
年
５
月

◦�

「
首
都
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
設
立
祝
賀
会
」
開
催
（
東

京
都
、
参
加
者
約
４
０
０
人
）
。

■
平
成
19
年
６
月

◦�

「
か
ご
っ
ま
弁
論
大
会
」
開
催
。
第
２
回
目
は
平
成
20
年

９
月
に
開
催
。

■
平
成
19
年
７
月

◦�

福
山
、
溝
辺
の
水
道
事
業
支
所
を
水
道
部
本
庁
に
、
霧
島
、

横
川
水
道
事
業
支
所
を
水
道
部
牧
園
支
所
に
統
合
。

◦�

国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
、
各
種
証
明
書
発
行
や
収
納
事
務

な
ど
を
取
り
扱
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
コ
ア
・
よ

か
」
を
開
設
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
事

務
を
開
始
、
同
年
10
月
に
利
用
者
１
万
人
を
突
破
。

◦�

ア
メ
リ
カ
の
ソ
ノ
ラ
市
と
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
市
を
訪
問
。
旧

霧
島
町
か
ら
の
交
流
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
ソ
ノ
ラ
市
と
姉

妹
都
市
盟
約
を
締
結
。

■
平
成
19
年
８
月

◦�

Ｊ
Ｒ
霧
島
温
泉
駅
か
ら
霧
島
い
わ
さ
き
ホ
テ
ル
ま
で
運
行

わ
が
ま
ち
の

応
援
団

合
併
し
て
３
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
は

霧
島
市
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か

地
元
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

す
る
バ
ス
路
線
が
復
活
。

◦�
中
国
耀
洲
区
政
府
友
好
訪
日
団
の
市
長
表
敬
時
に
、
友
好

交
流
協
議
書
締
結
。

■
平
成
19
年
10
月

◦�

「
霧
島
市
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
検
定
」
を
実
施
。
平
成

20
年
度
は
マ
ス
タ
ー
検
定
と
上
位
検
定
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ス

タ
ー
検
定
を
実
施
。

◦�

全
国
民
間
空
港
関
係
市
町
村
協
議
会
主
催
の
「
空
港

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。

◦�

中
国
湖
南
省
瀏
陽
市
を
訪
問
。
旧
国
分
市
か
ら
の
交
流
を

引
き
継
ぐ
た
め
、
友
好
交
流
協
議
書
を
締
結
。

■
平
成
19
年
11
月

◦�

鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
の
５
市
２
町
で
地
域
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
「
環
霧
島
会
議
」
を
発
足
。

◦�

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
市
と
フ
ラ
ン
ス
の
ウ
イ

イ
町
を
訪
問
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
で
は
国
際
音
楽
祭
に
つ
い

て
研
修
し
、
ウ
イ
イ
町
で
は
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
ま
ち

ご
と
博
物
館
）
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

◦�

「
霧
島
市
民
表
彰
に
関
す
る
規
則
」
を
制
定
、
１
４
０
の

個
人
、
団
体
を
表
彰
。

■
平
成
19
年
12
月

◦�

霧
島
市
政
の
平
成
20
年
度
か
ら
今
後
10
年
間
の
運
営
指
針

と
な
る
「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」
の
基
本
構
想
を
市

議
会
に
提
案
し
、
議
決
さ
れ
た
。

■
平
成
20
年
１
月

◦��

分
庁
に
よ
り
、
国
分
庁
舎
と
隼
人
庁
舎
に
本
庁
業
務
を
集

約
。
同
年
４
月
、
消
防
局
を
除
く
各
部
に
グ
ル
ー
プ
制
を

導
入
。

◦�

「
霧
島
市
生
活
環
境
美
化
条
例
」
お
よ
び
「
霧
島
市
天
降

川
等
河
川
環
境
保
全
条
例
」
を
市
議
会
に
提
案
し
、
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

■
平
成
20
年
２
月

◦�

霧
島
市
歌
、
愛
唱
歌
２
曲
、
音
頭
の
計
４
曲
を
霧
島
市
の

歌
と
し
て
制
定
。

■
平
成
20
年
３
月

◦�

中
山
間
地
域
へ
の
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助
制

度
を
定
め
た
「
霧
島
市
移
住
定
住
促
進
に
関
す
る
条
例
」

を
議
会
に
提
案
し
、
同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

◦�

「
霧
島
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関

す
る
条
例
」
が
協
議
さ
れ
、
同
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
。

■
平
成
20
年
４
月

◦�

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
い
る
岐
阜
県
海
津
市
と
職
員

の
相
互
派
遣
交
流
を
実
施
。

◦�

旧
１
市
６
町
の
衛
生
自
治
団
体
な
ど
が
４
月
１
日
か
ら

「
霧
島
市
環
境
保
全
協
会
」
と
し
て
出
発
。

◦�

「
霧
島
市
国
際
交
流
協
会
」
設
立
。

◦�

広
報
誌
「
広
報
き
り
し
ま
」
が
平
成
20
年
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
「
組
写
真
の
部
」
総
務
大
臣
賞
受
賞
。

合併するまでは、横川地区
だけの活動が主でした。しか
し、霧島市が誕生して青年団
も一つになり、ほかの地域の
行事にも参加する機会が増
えました。横川は団員が少な
く、できることが限られていま
したが、今では、ほかの地域
から協力をもらうことができる
ので、活動の幅も広がりまし
た。これからもいろいろな活
動を展開して、地域を、そし
て霧島市を若い力で盛り上げ
ていきたいです。

合併前、犯罪件数の多い地
域だったので、地域の皆さん
と話し合って防犯パトロール
隊を結成しました。地域の皆
さんも積極的に活動に参加し
てくれ、犯罪件数が激減しま
した。防犯パトロール隊を結
成してからは地域のつながり
が強くなり、ほかの活動も活
発になるなど、相乗効果を生
んでいます。霧島市を安心安
全なまちにするには、市全体
が一つになって防犯に取り組
むことが必要だと思います。

国分西地区
防犯パトロール隊隊長 青年団横川支部団員

霧島市には、山・川・海とす
ばらしい自然環境がたくさん
あります。そんなすばらしい
環境を守るために今年の４月
１日、「霧島市生活環境美化
条例」と「霧島市天降川等
河川環境保全条例」が施行
されました。しかし、条例が
できただけでは、環境を守る
ことはできません。地域で自
主的に環境を守っていくこと
が必要です。霧島市のすばら
しい環境を守るために、みん
なで協力していきましょう。

最近、近くに大型店の出店
が相次ぎ小さな商店は困って
いるのが現状です。商店街
では、お客さんに喜んでもら
えるように大型店にはできな
いサービスをしていこうと頑
張っているところです。私は
お菓子屋なので、どんな味
が今の時代にあっているの
か、個性的なお菓子をどうす
れば作れるのかを考えていま
す。商店街は皆さんの身近
で親しみのある商店です。ぜ
ひ、近くの商店街でお買い物
をしてください。

霧島市商工会会員霧島市環境保全協会長

音楽が好きで、12年前に霧
島国際音楽祭をサポートす
る友の会の役員になりまし
た。霧島国際音楽祭は来年
で30周年を迎える世界でも
有名な音楽祭です。こんなす
ばらしい音楽祭と、音響の良
さには定評のある「みやまコ
ンセール」が霧島市にあるこ
とは、私たちにとって大きな
財産です。ぜひ、この財産を
多くのかたに感じてもらえるよ
うな音楽のまちになってもら
いたいです。

私たち農家は、安心で安全な
作物の提供を心がけています。
全国で輸入作物の安全性が
問題になっていますが、「心配だ
から国内で作ってほしい」と言っ
てもすぐに作ることはできません。
それは高齢化や農業離れで耕
作放棄地が拡大しているからで
す。国内の食料自給率を高める
ためには、新規就農者の確保
や支援、集落営農の推進など、
徐々に生産農地を増やす必要
があります。そのためにも市に
は、農家への農地集積のため
の支援を考えてほしいです。

農　業 霧島国際音楽祭
牧園友の会副会長

夢を現実へ、
未来を創る新たな軌跡
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宮
村 

憲
一さ
ん
（
国
分
）

宮
前 

真
実
子
さ
ん
（
牧
園
）

阿
部 

純
徳
さ
ん
（
霧
島
）

前
原 

ま
ゆ
み
さ
ん（
福
山
）

◦�

溝
辺
、
福
山
地
区
に
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
、

名
称
を
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
に
統
一
。

◦��

霧
島
山
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
研
究
な
ど
の

た
め
、
鹿
児
島
大
学
理
学
部　

井
村
准
教
授
を
「
霧
島
市

ジ
オ
パ
ー
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
委
嘱
。

◦��

一
般
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
の
建
設
に
つ
い
て
、
４

月
15
日
に
福
山
町
宝
瀬
地
区
を
候
補
地
と
し
て
選
定
。

■
平
成
20
年
５
月

◦�

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
（
隼
人
地
区
、
約
６
０
０
人
）
。

◦�

霧
島
市
名
誉
市
民
・
元
国
分
市
長　

谷
口
義
一
氏
の
市
葬
。

■
平
成
20
年
７
月

◦��「
霧
島
市
民
音
楽
の
集
い
」
の
開
催
（
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）。

◦��

道
案
内
や
観
光
地
・
観
光
施
設
な
ど
の
紹
介
を
目
的
に
、

市
内
１
０
０
か
所
の
店
舗
な
ど
を
「
よ
か
と
こ
案
内
所
」

に
認
定
。

◦��

森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
と
し
て
「
森
で
過
ご
す
癒
し
の
休

日
in
霧
島
」
と
称
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
温
泉
、
国
際
音
楽
祭
を
組
み
合
わ

せ
た
。

◦��

「
霧
島
市
市
民
活
動
支
援
事
業
」
11
団
体
11
事
業
を
決
定
。

■
平
成
20
年
８
月

◦��

㈱
マ
キ
オ
（
Ａ
Ｚ
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
隼
人
店
）
と
本
市

で
初
め
て
と
な
る
「
地
域
貢
献
活
動
協
定
」
を
締
結
。
併

せ
て
、
災
害
時
の
緊
急
車
両
な
ど
に
対
し
、
優
先
的
に
燃

料
を
供
給
す
る
た
め
の
協
定
も
締
結
。

◦��

本
市
の
中
高
生
が
交
流
し
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
マ
ラ
ッ
カ

市
の
セ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
シ
ス
学
院
、
マ
ラ
ッ
カ
市
長
な
ど

の
表
敬
訪
問

■
平
成
20
年
９
月

◦�

前
田
美
順
選
手
に
第
１
号
の
「
霧
島
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉

賞
」
授
与
（
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ

ブ
ル
ス
４
位
）

■
平
成
20
年
10
月

◦��

安
全
で
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
向
上
を
図

る
た
め
「
あ
ん
し
ん
あ
ん
ぜ
ん
霧
島
づ
く
り
２
０
０
８
」

を
開
催
。

◦��

友
好
交
流
を
続
け
て
い
る
中
国
瀏
陽
市
か
ら
の
花
火
寄
贈

を
受
け
て
、
霧
島
市
花
火
大
会
開
催
。

◦�

国
道
10
号
の
補
完
道
路
で
あ
る
市
道
小
田
小
浜
線
が
開
通
。

◦�

温
泉
所
在
都
市
協
議
会
主
催
の
「
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
霧

島
市
」
開
催
。

■
平
成
20
年
11
月

◦�

３
周
年
記
念
式
典
開
催

合
併
し
た
か
ら
こ
そ
今
ま
で
の
暮
ら
し
と

変
わ
ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

合
併
前
の
３
年
間
よ
り
、
合
併
し
て
か
ら

の
３
年
間
の
方
が
人
口
の
減
少
率
は
下
っ
て

い
ま
す
。
高
度
経
済
成
長
期
、
バ
ブ
ル
期
の

と
き
で
も
、
人
び
と
は
昔
の
方
が
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
評
価
も
10
年

後
、
20
年
後
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時

も
ま
た
昔
は
良
か
っ
た
と
思
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

合
併
前
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
、
霧
島
市
に
あ
る
多
く
の
資
源
や
「
霧

島
」
と
い
う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
生
か
し
、

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
見
え
て
き
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
行
政
職
員
の
事
務
は
増
え
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
行
政
改
革
な
ど
に

よ
り
無
駄
な
こ
と
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。
円
高
や
燃
料
、
穀
物
、
飼
料
な
ど
の

高
騰
に
よ
り
市
場
経
済
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
た
め
、
税
収
を
増
や
す
こ
と
は
困
難
で
あ 合

併
し
た
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
が
あ
る

篤あ
つ

姫ひ
め

が
望
ん
だ
穏
や
か
な
暮
ら
し
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
将
来
を
見
据
え
た
行
政
運
営
が
必
要
。

霧
島
と
い
う
地
域
力
を
生
か
し

誰
も
が
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い

07080910
第１期生として、私たちがこ
の高校の歴史を作っていくこ
とに責任の大きさを感じてい
ます。霧島高校は、明るくて
楽しい学校で、勉強や部活
も頑張っています。これまで
にみんなと協力して体育祭や
文化祭を成功させることがで
きました。これからもみんな
で、真っ白なキャンバスのよう
なこの高校にいろいろな絵を
描き盛り上げていきたいです。
そして来年度もたくさんの生
徒が入学してくれるように頑
張っていきます。

企業が進出するためには、企
業を支えてくれる従業員が生
活しやすい住環境であるこ
とが大切です。霧島市のよう
に自然、温泉、病院、商店
などが充実していることはと
ても魅力的。また鹿児島は、
優秀な人材も多く求人がしや
すいところです。今後、霧島
市に望むことは道路などのイ
ンフラ整備、企業誘致、人
材育成への取り組み、そして
アジアとの窓口となれるよう
に国際化を図ってほしいと思
います。

進出企業
トヨタ車体研究所社長霧島高校生徒会長

自然は霧島市にとって大きな
財産ですが、自然があるだけ
ではお客さんは来ません。足
を止めて人が歩く観光地づく
りが大切です。そのためにも、
国分観光協会と国立公園霧
島観光協会、㈳大霧島観光
協会、隼人町観光協会を一
つにし、市内各地域の持つ良
さを生かし、全国から注目を
集める観光地づくりに取り組
んでいきたいと思います。市
民の皆さんが、温かい気持ち
で観光客を出迎えてくだされ
ばありがたいです。

合併して良くなったこともあ
りますが、問題点もあります。
福山地区は独居老人の数が
多く、何かあったときの対応
が心配です。また、同年代の
子どもが少なく、子育てで悩
んでいるかたが保護者同士
で相談する機会が少ないた
め、悩みを抱えたままのかた
もいます。これらの問題解決
には地域で福祉を考え、取り
組むことが大切です。行政・
地域みんなが協力して福祉
のまちになってほしいですね。

在宅看護師・
母子保健推進員 霧島市観光協会会長

夢を現実へ、
未来を創る新たな軌跡

The 3rd ANNIVERSARY
KIRISHIMA CITY

り
、
い
か
に
現
状
の
中
で
暮
ら
し
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
を
行
政
が
追
求
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
行
政
改
革
推
進
委

員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
を
検
証
し
、
10
年
先
、

20
年
先
の
将
来
を
見
据
え
て
論
議
を
続
け
て

い
ま
す
。

ま
た
私
は
、
地
域
が
元
気
に
な
ら
な
い
と

今
の
日
本
は
良
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
限
界
集
落
と
い
わ
れ
て
い
る
地
域

で
若
い
芸
術
家
が
活
動
し
て
育
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

天
璋
院
篤
姫
が
心
か
ら
願
っ
て
い
た
の
は

地
位
と
か
名
誉
、
財
産
で
は
な
く
、
穏
や
か

な
暮
ら
し
を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
家

族
が
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
す
こ
と
こ
そ
が
本
当

の
願
い
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
霧
島
市
も

誰
も
が
穏
や
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

安
心
安
全
や
子
育
て
な
ど
、
基
本
的
な
環
境

を
整
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で
こ
の
霧
島
と

い
う
地
域
力
を
生
か
し
、
鹿
児
島
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
、
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

原
口 

泉
氏

H
araguchi  Izum

i

Profile
はらぐちいずみ　鹿児島大学生涯学
習教育研究センター長。法文学部教授。
米国ネブラスカ州立大付属ハイスクール
と鹿児島県立甲南高校卒業。東京大
学文学部国史学科、同大大学院修士
課程修了。１９７９年鹿児島大学法文
学部に赴任。助手、講師、助教授を 
経て１９９８年から教授。ＮＨＫ大河ド
ラマ「翔ぶが如く」や「琉球の風」、「篤
姫」の時代考証を担当。鹿児島大学
では日本社会史・焼酎学などの講義や
演習を担当。大学院の博士課程地域
政策科学専攻で南九州地域史を社会
人に対して開講している。琉球大学非
常勤講師も歴任。現在、霧島市行政
改革推進委員会委員長を務める。
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活
環
境
美
化
条
例
」「
天
降
川
等
河
川
環
境

保
全
条
例
」
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
ね
。

市
長　
私
た
ち
に
は
山
、
川
、
海
の
恵
み
を
い

た
だ
く
も
の
と
し
て
そ
の
環
境
を
守
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
合
併
で
よ
り
広
く
、
よ
り
多

く
の
か
た
と
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
が
次
世
代
に
誇
り
あ
る

ふ
る
さ
と
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
重
大
な
責
務

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
く
機

会
を
つ
く
れ
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

松
元　
こ
の
条
例
の
制
定
で
環
境
保
全
に
対

す
る
市
民
の
連
帯
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
す
か
。

市
長　

そ
う
で
す
ね
。
条
例
や
計
画
は
つ

く
っ
た
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

役
割
・
責
任
と
し
て
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
は
許
さ
な
い
と
い
っ
た
意
識
を
啓
発

す
る
活
動
を
粘
り
強
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

松
元　

霧
島
市
の
元
気
の
源
に
な
る
の
は
企

業
誘
致
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
市
は
い

ろ
い
ろ
な
優
遇
制
度
を
設
け
て
誘
致
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
が
、
成
果
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

市
長　
こ
れ
ま
で
18
社
の
企
業
と
立
地
協
定

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
も
な
く
19
社
目
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
雇
用
も
６
０
０

人
を
超
す
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
誘
致
で
き
た
理
由
に
は
地
理
的
条

件
の
よ
さ
、
空
港
や
高
速
道
路
な
ど
の
交
通

体
系
、
優
秀
な
人
材
も
確
保
し
や
す
く
、
自

然
と
便
利
さ
が
融
合
す
る
地
方
都
市
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

松
元　

こ
の
環
境
の
よ
さ
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

市
長　
そ
う
で
す
ね
。
企
業
に
と
っ
て
も
厳

し
い
時
代
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
か
な
い

種
は
芽
が
で
ま
せ
ん
か
ら
、
私
も
営
業
本
部

長
と
し
て
自
ら
出
向
き
、
今
後
も
積
極
的
に

誘
致
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

松
元　

福
山
町
宝ほ

瀬ぜ

地
区
に
建
設
を
予
定
し

て
い
る
一
般
廃
棄
物
管
理
型
処
分
場
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

市
長　
こ
れ
ま
で
一
般
廃
棄
物
管
理
型
処
分

場
の
必
要
性
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
場
所

に
つ
い
て
は
、
市
全
体
を
見
な
が
ら
環
境
対

策
審
議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
福
山
町
宝

瀬
地
区
を
候
補
地
と
し
て
選
考
し
公
表
し
ま

し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
と
も
語
り
合
い
、
近

隣
市
町
に
も
理
解
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

求
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
元　

霧
島
市
は
他
市
町
に
比
べ
て
妊
婦

の
無
料
健
診
の
実
施
や
不
妊
治
療
へ
の
助
成
、

３
歳
未
満
の
医
療
費
の
無
料
化
、
児
童
ク
ラ

ブ
の
整
備
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
な
ど

独
自
の
施
策
も
展
開
し
て
い
る
。
満
遍
な
く

と
い
う
か
、
き
め
細
か
い
で
す
ね
。

市
長　
子
育
て
支
援
と
し
て
、
現
在
の
３
歳

未
満
の
医
療
費
の
無
料
化
を
今
後
、
拡
充
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

一
人
で
も
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
私
の
夢
で

す
ね
。
子
育
て
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
充
実
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整

備
、
限
界
集
落
へ
の
対
策
も
進
め
て
い
ま
す
。

松
元　

き
り
し
ま
国
分
山
形
屋
前
の
通
り

が
電
線
の
地
中
化
で
す
っ
き
り
し
ま
し
た
ね
。

と
て
も
景
観
が
よ
く
な
っ
た
。
歩
道
橋
も
で

き
て
利
便
性
が
高
く
な
り
ま
し
た
ね
。

市
長　
中
山
間
地
区
の
活
性
化
と
共
に
中
心

市
街
地
の
活
性
化
も
必
要
で
す
。
電
線
の
地

中
埋
設
化
や
歩
道
橋
「
コ
ア
・
よ
か
ど
う
」

の
設
置
も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
ま
ち
を
歩
き

た
く
な
る
よ
う
な
通
り
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら

向
こ
う
10
年
間
の
市
政
運
営
の
方
針
を
示
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
７
つ
の
政
策
（
基
本

方
針
）
を
達
成
す
る
た
め
に
28
の
施
策
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
の
う
ち

優
先
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
な
８
つ
を
重

点
施
策
と
し
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
今

後
も
効
率
の
い
い
市
政
経
営
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

松
元　
「
環
霧
島
会
議
」
を
母
体
に
「
霧
島

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
」
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
ね
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
る
と
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
か
。

市
長　
「
環
霧
島
会
議
」
と
い
う
県
域
を
越

え
た
自
治
体
組
織
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動

の
一
つ
で
す
。
２
０
１
０
年
の
認
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
然
の
環
境
保
全
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
、
教

育
や
地
域
振
興
に
役
立
て
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
環
霧
島
の
未
来
の
た
め

に
貴
重
な
資
源
が
生
か
さ
れ
る
道
を
切
り
開

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
元　

任
期
満
了
ま
で
ラ
ス
ト
１
年
と
な
り

ま
し
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
展
状
況
と
今

後
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
長　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
中
長
期
的
で
な

い
と
答
え
が
で
な
い
分
野
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
除
け
ば
約
８
割
は
達
成
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
対
談
で
語
り
尽
く
せ
な
か
っ
た

分
野
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
「
開
か
れ
た
、
活
力
あ
る
、
公
正
公
平
な

市
政
」
を
貫
き
、
霧
島
市
の
新
た
な
歴
史
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
一
歩
ず
つ
刻
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
元　

合
併
し
て
３
年
が
た
ち
ま
し
た
。
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
表
題「
ふ
る
さ
と
維
新
」の「
維

新
」
と
い
う
言
葉
に
、
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
取
り
組
む
市
長
の
決
意
の
強
さ
を
感

じ
ま
す
。
振
り
返
っ
て
ど
の
よ
う
な
３
年
で

し
た
か
。

市
長　
１
市
６
町
が
霧
島
市
と
し
て
歩
き
出

し
、
私
は
初
代
市
長
と
し
て
「
市
民
が
主
役
。

総
親
和
・
総
努
力
で
、
一
緒
に
き
ば
い
も
ん

そ
」と
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。「
開
か
れ
た
、 

活
力
あ
る
、
公
正
公
平
な
市
政
」
を
基
本
に

力
い
っ
ぱ
い
皆
さ
ん
と
一
緒
に
が
ん
ば
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
防
犯
防
災
な
ど

の
面
で
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

あ
げ
、「
市
民
参
画
」
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
こ
の
３
年
間
で

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
形
づ
く
り
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

松
元　

新
市
の
運
営
で
行
財
政
改
革
は
大
き

な
課
題
で
し
た
。
職
員
の
定
員
適
正
化
計
画

は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

市
長　
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
沿
っ
て
着
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
職
員
数
に

つ
い
て
は
適
正
化
計
画
に
沿
っ
て
、
合
併
当

初
１
４
３
１
人
だ
っ
た
職
員
数
を
１
０
７
人

削
減
し
ま
し
た
。
市
の
行
財
政
を
中
長
期
的

に
考
え
る
と
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
す
が
、

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。

ま
た
、
人
件
費
の
削
減
の
ほ
か
に
も
徹
底
し

た
歳
出
の
見
直
し
や
歳
入
確
保
へ
の
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
累
積
し
た
削
減

効
果
は
約
14
億
円
に
な
り
ま
す
。

松
元　

痛
み
を
伴
う
こ
と
で
す
が
、
職
員
や

議
会
、
市
民
の
理
解
、
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、市
長
が
力
を
入
れ
て
い
た
「
生

も
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」
は

利
用
者
１
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
国
分
市

時
代
か
ら
念
願
だ
っ
た
中
心
市
街
地
の
活
性

化
策
が
形
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

松
元　

山
間
部
の
人
口
減
の
対
策
と
し
て
移

住
を
促
進
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
…
。

市
長　
「
ふ
る
さ
と
元
気
再
生
事
業
」
の
一

つ
と
し
て
制
定
し
た
移
住
定
住
補
助
金
。
最

高
で
２
０
０
万
円
の
補
助
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
３
０
０
件
以
上
の
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
補
正
予
算

を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

松
元　
「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
今
年
度
を
市
長
は
「
新
ふ
る
さ

と
草そ

う

創そ
う

元
年
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
が
、

大
ま
か
な
骨
子
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
長　
「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」
で
は

初
代
市
長
と
し
て
霧
島
市
の
舵か

じ
取
り
を
し
て
き
た
前
田
市
長
。

以
前
は
読
売
新
聞
の
記
者
と
し
て
、
今
は
市
民
の
一
人
と
し
て
霧
島
市
を
見
つ
め
る

松
元
賢
次
さ
ん
と
の
対
談
を
企
画
し
、
こ
の
３
年
間
を
振
り
返
る
と
と
も
に

こ
れ
か
ら
の
市
政
経
営
に
対
す
る
市
長
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

松元 賢次
まつもとけんじ

1941年生まれ。67歳。63年、専修大学法学部卒。
元読売新聞西部本社記者。鹿児島支局、出水、宇
部、別府通信部、佐世保支局を経て、89年霧島通
信部に。2006年３月に退職。記者生活45年を一
貫して取材現場に立ち、8.6水害をはじめ地域の事
件、災害、行政、議会、選挙などの報道取材に携わ
る。絵手紙「あすなろ会」会長。国分湊在住。

そ
う
で
す
ね
、

ま
か
な
い
種
は
芽
が
で
ま
せ
ん
か
ら
…

前田終止    　 松元賢次

夢を現実へ、
未来を創る新たな軌跡
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11月８日、９日に霧島市市制３周年を記念し、
国分シビックセンター周辺を会場に３周年を祝うイベントがありました。
記念式典では、永年、各分野で霧島市発展のために尽力されたかたと、
各種スポーツ大会などで優秀な成績を収めたかたなどを表彰する、霧島市民表彰がありました。

霧
島
市
市
制
３
周
年
を
記
念
し

た
記
念
式
典
が
、
11
月
９
日
に
市

民
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
75
人
の
個
人
と
27
の
団
体
に

対
し
て
の
市
民
表
彰
、
霧
島
市
歌

の
披
露
、
市
民
憲
章
の
朗
読
、「
お

じ
ゃ
ん
せ
霧
島
大
使
」
第
１
号
と

な
っ
た
辛
島
美
登
里
さ
ん
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
や
三
浦
雄
一
郎
さ
ん

の
講
演
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
祭
り
広
場
で
は
11
月

８
日
９
日
に
霧
島
ふ
る
さ
と
祭
が

あ
り
、
産
業
製
品
や
特
産
品
な
ど

の
展
示
や
販
売
な
ど
、
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

表
彰
者
（
敬
称
略
）

◎
功
績

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
＝
ほ
る

と
の
森
、
り
ん
ご
の
木
お
は
な
し

会
、
お
は
な
し
母
さ
ん
、
く
れ
ぱ

す
、
こ
ぐ
ま
の
会
、
紙
ふ
う
せ
ん
、

簗
瀬
良
弘
、
東
村
学

保
健
福
祉
部
門
＝
点
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
な
ん
て
ん
」

社
会
活
動
部
門
＝
ふ
っ
ぎ
ゃ
ま

ぼ
っ
け
も
ん
会

◎
永
年
勤
続

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
＝
松
下

兼
介
、
八
木
幸
夫
、
有
村
健
二
、
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榎
田
龍
哉
、
徳
重
栄
一
郎
、
原
口

兼
明
、
山
形
正
道

産
業
経
済
部
門
＝
村
岡
國
昭
、
今

川
芳
信
、
東
福
健
治
、
德
田
佳
雄

社
会
活
動
部
門
＝
中
尾
喜
市
、
仮

屋
憲
夫
、
池
田
次
男
、
大
庭
薫
、

岩
元
晃
一
、
柳
貞
光
、
丸
野
巽
、

中
條
ヨ
シ
子
、
冨
永
義
克
、
坂
元

正
俊
、
山
口
耕
馬
、
黒
葛
原
富
夫
、

星
原
倛
侑
、
帖
佐
敏
雄
、
久
保
昭

男
、
馬
場
勇
、
竹
下
洋
文
、
猶
﨑

謙
治
、
鏡
園
隆
、
徳
留
聖
一
、
田

代
重
德
、
福
元
逹
夫

保
健
福
祉
部
門
＝
杢
田
幸
子
、
石

原
清
德
、
野
間
克
弘
、
落
合
松
夫
、

池
田
豊
實
、
白
石
織
子
、
東
真
澄
、

修
行
利
徳
、
前
田
政
耕

◎
成
績
優
秀

髙
橋
李
生
（
国
分
北
小
）、国
分
小
、

川
田
康
輔
（
高
千
穂
小
）、　

日
高

大
貴
・
米
満
光
（
国
分
中
）、
国

分
中
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
竪

山
将
（
舞
鶴
中
）、
柿
木
田
江
梨

（
舞
鶴
中
）、
舞
鶴
中
男
子
柔
道
部
、

舞
鶴
中
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

舞
鶴
中
陸
上
部
、
吉
松
奈
緒
（
牧

園
中
）、
内
村
沙
奈
江
（
日
当
山

中
）、
山
下
真
名
美
（
日
当
山
中
）、

友
生
有
紀
（
牧
之
原
中
）、
内
村

和
寛
（
国
分
高
校
）、
笠
野
祐
樹

（
鹿
児
島
第
一
高
校
）、
鹿
児
島
第

一
高
校
空
手
道
部
、南
園
沙
弥（
国

分
中
央
高
校
）、
国
分
中
央
高
校

ダ
ン
ス
部
、
深
利
逸
馬
・
長
迫
正

樹
・
三
好
直
人
（
隼
人
工
業
高
校
）、

中
迫
未
来
（
加
治
木
高
校
）、
濵

田
尚
里
（
鹿
児
島
南
高
校
）、
深

利
恭
兵
（
鹿
児
島
商
業
高
校
）、

馬
見
塚
悠
（
神
村
学
園
高
校
）、　

島
岡
健
太
（
鹿
児
島
工
業
高
等

専
門
学
校
）、
鹿
児
島
工
業
高
等

専
門
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
、
キ
ラ

グ
・
シ
ュ
グ
ナ
（
第
一
工
業
大
学
）、

第
一
工
業
大
学
陸
上
部
、
大
久
保

み
ど
り
（
志
學
館
大
学
）、
中
西

彩
乃
（
志
學
館
大
学
）、
滝
本
祐

介
（
志
學
館
大
学
）、鈴
木
諒
（
志

學
館
大
学
）、
平
豊
（
志
學
館
大

学
）、
萱
原
達
磨
（
志
學
館
大
学
）、

東
郷
紘
大
（
志
學
館
大
学
）、
竹

田
渚
・
山
口
紗
季
（
志
學
館
大
学
）、

志
學
館
大
学
女
子
卓
球
部
、
志
學

館
大
学
陸
上
部
、
志
學
館
大
学
ラ

グ
ビ
ー
部
、
志
學
館
大
学
男
子
バ

記念式典／❶市民憲章を朗読する高校生　❷霧島市歌を歌う子どもたち　❸市
民表彰式　霧島ふるさと祭／❹出店前で奄美の島唄を披露　❺すずかけ馬踊り
を披露　❻みかんの販売

歌 手の辛島美登里さんが、霧島市をＰＲする
「おじゃんせ霧島大使」第１号となりました。

「おじゃんせ霧島大使」は、①市政に対する提言や
意見をする②観光や特産品などを市外へ紹介、宣
伝する③市のイメージアップにつながる活動をす
る④霧島市への企業誘致や定住促進につながる活
動をするなどの役割があります。
辛島さんは、シンガーソングライター、作曲家
として活躍されています。代表曲の「サイレント・
イブ」は、クリスマスの定番として有名です。辛
島さんは鹿児島市出身ですが、県立霧島高校の開
設に当たっては同校の校歌を作詞作曲しています。
また 11月９日の霧島市市制３周年記念式典では、
ミニコンサートで素敵な歌を聴かせてくれました。
これらのことがご縁で今回、おじゃんせ霧島大使
の委嘱が決まったのです。任命式があった記念式
典の中では、市長から「給料は出ませんが、霧島
を愛し、存分に働いてください」とユーモアを交
えた激励と第１号の任命書が手渡されました。こ
れに対し、辛島さんは「霧島のよさを全国のかた
にＰＲします」と笑顔で約束されました。
今後「おじゃんせ霧島大使」は、市外に住んで
いるかたに随時委嘱し、霧島のＰＲに努めていた
だきます。

おじゃんせ霧島大使

辛島美登里さん

1961年、鹿児島市に生まれる。鹿児島県立鶴丸高等
学校、国立奈良女子大学卒業。1981年、アーティストデ
ビューし、テレビドラマの主題歌となった楽曲は数知れず、
代表曲「サイレント・イブ」もその一つである。1995年、第
37回レコード大賞作詞賞を受賞するとともに多くのシン
ガーに楽曲を提供している。2008年、同年4月開校の霧
島高校に校歌として、「霧島の空Walking to the Future」
をプレゼントし、開校記念式典で校歌を披露する。

からしまみどり

シンガーソングライター
No.0001

日本の原点・霧島市を、日本一のふるさとに。

霧島市市制３周年記念式典
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、　

山
元
梨
香（
鹿

児
島
大
学
）、
鹿
児
島
第
一
医
療

リ
ハ
ビ
リ
専
門
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
、

村
岸
孝
洋
、
児
玉
安
昭
、
本
高
和

弘
、
川
上
裕
介
、
混
声
合
唱
団
グ

リ
ー
ン
エ
コ
ー

◎
特
別
表
彰

隼
人
工
業
高
校
美
術
部
、
岩
元
綾
、

福
本
平

◎
感
謝
状

㈱
信
栄
製
作
所
代
表
取
締
役
立
野

芙
美
子
、
㈳
霧
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

❶

❷

❸❹

❺

❻
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辛味の成分であるジンゲロンやショウガオール
は血行を良くし体を温め、風邪の初期症状や
冷え性の改善に効果的。二日酔い防止や殺菌
効果もあります。

ショウガ

温泉三昧きりしま

14

横
瀬
温
泉

牧
園
町
上
中
津
川
の
横
瀬
地
区
に
あ
る
横
瀬
温
泉
は
、
江
戸
時
代
末
期

の
慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
に
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
古
く
か
ら
地

域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
牧
園
総
合
支
所
周
辺

に
は
福
寿
温
泉
、
祝
橋
温
泉
旅
館
、
平
川
温
泉
、
犬
飼
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

横
瀬
温
泉
は
、
少
し
穴
を
掘
る
と
じ
わ
じ

わ
と
湧
き
出
し
て
く
る
湯
を
ポ
ン
プ
で
浴
槽

に
送
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
周
り
に
も
ぷ
く

ぷ
く
と
湯
が
湧
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
水
温
は
42
度
く
ら
い
で
泉
質
は
単

純
泉
。
こ
の
共
同
浴
場
は
横
瀬
地
区
の
住
民

が
管
理
し
、
毎
日
交
代
で
浴
槽
の
掃
除
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

共
同
浴
場
の
隣
に
住
む
立
山
民
也
さ
ん

（
75
歳
）
は
「
小
さ
い
こ
ろ
は
朝
学
校
に
行

く
前
に
お
湯
の
湧
く
泥
の
中
に
渋
柿
を
つ
け

て
お
き
、
帰
り
に
渋
味
が
取
れ
て
甘
く
な
っ

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
す
こ
の
季
節
。
寒
さ

で
筋
肉
が
収
縮
し
悪
く
な
り
が
ち
な
血
行
を

良
く
し
、
体
を
ぽ
か
ぽ
か
温
め
て
く
れ
る

「
シ
ョ
ウ
ガ
」。
国
分
清き

よ

水み
ず

に
住
む
宇
都
正
弘

さ
ん
は
妻
の
君
子
さ
ん
と
一
緒
に
シ
ョ
ウ
ガ

を
生
産
し
、
国
分
物
産
館
じ
ょ
う
も
ん
市
場

へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
植
え
付

け
し
た
も
の
を
、
９
月
中
旬
か
ら
11
月
い
っ

ぱ
い
ま
で
収
穫
し
ま
す
。

シ
ョ
ウ
ガ
以
外
に
も
ニ
ラ
や
小
松
菜
と

い
っ
た
野
菜
づ
く
り
に
励
む
宇
都
さ
ん
は
、

自
ら
作
っ
た
有
機
肥
料
を
使
う
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
土
着
菌
（
Ｅ
Ｍ
菌
と

土
に
生
息
す
る
微
生
物
を
混
ぜ
た
も
の
）
を

米
ぬ
か
や
油
か
す
な
ど
と
一
緒
に
発
酵
さ
せ

た
肥
料
で
、
化
学
肥
料
を
使
っ
た
野
菜
よ
り

傷
み
に
く
い
と
い
い
ま
す
。
今
年
７
月
に
は

県
か
ら
「
農
業
な
ん
で
も
相
談
員
」
の
委
嘱

を
受
け
、
Ｅ
Ｍ
土
着
菌
を
使
っ
た
農
業
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
71
歳
の
宇
都
さ
ん
は
「
元
気
の
源
は

土
に
触
れ
る
こ
と
。
安
心
で
き
る
も
の
を
提

供
し
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
冬
は
シ
ョ
ウ
ガ
で
元
気
に
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

体を芯
し ん

から温めてくれる
夜食におすすめの「おにぎり」

横瀬温泉

宇都正弘さん・君子さんご夫妻

◎国分清水在住

よ
こ
せ

犬飼温泉
何度も通っていたのに「えっ、こん
なところに温泉があったとは」とい
う感じ。犬飼温泉管理組合が管理
している共同浴場。泉質は単純泉。
営業時間は午後３時～８時。

平川温泉（☎76-0096）
本職は豆腐屋さん。豆腐作りが終わった昼の時間に
何かできないかと温泉を掘ったのがきっかけ。泉質は
単純泉。営業時間は午前10時～午後9時。

祝橋温泉旅館（☎76-1801）
露天風呂付きの大浴場、家族
湯やひのきのお風呂があり、宿
泊のほか食事や陶芸を楽しむ
こともできます。営業時間は午
前６時～午後10時。

【材料（米３合の場合）】ショウガ40g、
しょうゆ（うす口）大さじ２、酒大さじ
６、塩小さじ２、だし昆布（15cm四方）
１枚

【作り方】
�みじん切りにしたショウガを米、調味
料、だし昆布と一緒に炊飯器で炊く。
炊き上がったらだし昆布は取り除く。

※�ショウガを繊維に沿ってスライスし
２～３回ゆでたものを三杯酢につけ
て酢の物などに入れたり、砂糖水（水
１カップに対して砂糖200g）で飴状
になるまで煮詰めて、お湯や紅茶
に入れたりと利用できます。

ショウガのおにぎり

至横川

至隼人

至妙見

223

223

平川温泉
牧園総合支所

牧園小学校
祝橋温泉旅館

みやまの森
運動公園

至丸尾

福寿温泉

横瀬温泉

犬飼温泉

和気神社

た
柿
を
食
べ
て
い
ま
し
た
」
と
地
元
な
ら
で

は
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
浴
客
は
近
く
に
住
む
人
た
ち
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
地
区
外
の
か
た
の
入
浴
も
で
き

ま
す
。

福寿温泉（☎76-2229）
お風呂上がりには、隣にある
休憩所でゆっくりくつろぐこと
ができます。季節の野菜や鉱
泉水なども販売しています。営
業時間は午前８時～午後９時。

中津川
郵便局
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大
学
駅
伝
界
に
新
た
な
歴
史

全
国
で
見
せ
た

選
手
た
ち
の
意
地

今
年
、
第
一
工
業
大
学
が
大
学
駅
伝
界
に

新
た
な
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
。

第
20
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
で
３

位
に
入
り
、
関
東
勢
以
外
で
は
初
め
て
表
彰

台
に
上
が
り
ま
し
た
。
第
40
回
全
日
本
大
学

駅
伝
対
抗
選
手
権
で
は
過
去
最
高
の
７
位
に

入
る
な
ど
、
大
学
駅
伝
最
高
峰
の
レ
ー
ス
で

見
事
な
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
関
西

と
西
日
本
地
区
の
大
学
が
出
場
す
る
び
わ
湖

大
学
駅
伝
で
は
、
２
度
目
の
優
勝
を
飾
る
な

る
気
が
し
て
い
ま
し
た
。
区
間
賞
を
と
れ
た

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま

す
。
目
標
は
マ
ラ
ソ
ン
で
日
本
ト
ッ
プ
の
選

手
に
な
る
こ
と
。
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。今

回
の
結
果
に
つ
い
て
「
選
手
の
自
覚
が

大
き
い
」
と
話
す
の
は
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
で

同
大
学
３
年
の
厚
地
翔
太
さ
ん
。
同
部
で
は
、

選
手
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
て
お
り
、
今

▲岩元監督の指導を受ける
選手たち
◀出雲駅伝などに出走したメ
ンバー（左から５番目が中野
キャプテン、６番目が厚地副
キャプテン）

h
u

m
a

n
 

l
i

f
e

DAIICHI INSTITUTE O
F TECHNO

LO
GY

THE SCENE

霧島に生きる

回
も
上
位
入
賞
を
目
標
に
、
選
手
は
自
分
た

ち
に
厳
し
い
練
習
を
課
し
ま
し
た
。
厚
地
さ

ん
は
「
駅
伝
は
日
ご
ろ
の
練
習
が
大
切
。
み

ん
な
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
練
習
に
励
み
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
回

の
結
果
は
、
自
覚
と
日
ご
ろ
の
頑
張
り
の
成

果
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

厚
地
さ
ん
は
牧
園
町
出
身
。
そ
の
た
め
地

元
へ
の
思
い
は
人
一
倍
強
い
よ
う
で
す
。「
自

分
た
ち
が
全
国
の
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
で
、

大
学
は
も
ち
ろ
ん
、
霧
島
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な

る
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
、
地
方
大
学
で
も
や
れ
ば
で
き
る
と

い
う
と
こ
ろ
を
見
せ
た
い
。
目
標
は
優
勝
し

て
地
元
霧
島
市
に
凱が

い

旋せ
ん

す
る
こ
と
で
す
」
と

来
年
へ
の
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

関
東
勢
の
活
躍
が
目
立
つ
大
学
駅
伝
。
し

か
し
今
年
、
全
国
を
沸
か
せ
た
第
一
工
業
大

学
の
熱
い
走
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
関
東
以
外
の
大
学
に
も
夢
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
や
れ
ば
で
き
る
」

そ
の
思
い
が
あ
る
か
ぎ
り
、
第
一
工
業
大
学

陸
上
競
技
部
の
活
躍
は
続
き
ま
す
。

ど
、
そ
の
名
を
全
国
に
轟と

ど
ろか

せ
ま
し
た
。

全
国
の
舞
台
で
す
ば
ら
し
い
走
り
を
見
せ

た
選
手
た
ち
。
中
で
も
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
中

野
良
平
さ
ん
は
、
出
雲
駅
伝
で
各
大
学
の

エ
ー
ス
が
揃そ

ろ

う
３
区
で
区
間
賞
、
全
日
本
大

学
駅
伝
で
は
１
区
に
出
走
し
３
位
に
入
る
な

ど
、
そ
の
活
躍
は
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
中

野
さ
ん
は
「
出
雲
大
学
駅
伝
が
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
体
調
が
よ
く
て
、
コ
ー
ス

の
リ
ズ
ム
も
自
分
に
あ
っ
て
い
た
の
で
い
け

部員数21人（うち15人が県内出身者）。個人の自覚に任せた
練習で、今年は出雲全日本大学選抜駅伝で３位、全日本大
学駅伝対抗選手権で７位、びわ湖大学駅伝では優勝する
など全国の舞台で活躍。

第一工業大学陸上競技部
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こ
ど
も
絵
画
展

10
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
市
役

所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
こ
ど
も

絵
画
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絵
画
展
は
「
わ
た
し
た
ち
の
霧

島
市
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
市
内

の
保
育
園
・
幼
稚
園
児
、
小
中
学

生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

応
募
が
あ
っ
た
５
５
４
点
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
85
点
の
入
選
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
多

く
の
か
た
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

特
別
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
霧
島
市
長
賞

山
下　

一
樹

（
霧
島
小
学
校
３
年
）

●
霧
島
市
議
会
議
長
賞

吉
満　

光
伸

（
安
良
小
学
校
１
年
）

●
霧
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

厚
地　

ゆ
い
り

（
舞
鶴
中
学
校
２
年
）

●
霧
島
市
文
化
協
会
賞

上
之
浦　

海
聖

（
福
山
小
学
校
５
年
）

●
霧
島
市
美
術
協
会
賞

な
る
た
に　

あ
ゆ
み

（
宮
内
保
育
園
）

●
奨
励
賞
（
13
人
）

う
す
ざ
き
あ
や
か
、
ま
つ
も
と

え
い
と
、
ゆ
も
と
け
ん
し
ん
、

か
が
た
ほ
の
か
、
平
井
友
紀
乃
、

池
田
公
太
郎
、
宇
都
さ
や
か
、

床
波
友
広
、
宮
田
真
広
、
立
和

田
あ
か
り
、
原
口
朋
子
、
岡
元

琴
美
、
梅
北
岳
人　

●
金
賞
（
12
人
）

や
ま
う
ち
ゆ
う
え
い
、
な
か
む

ら
こ
よ
り
、
こ
ん
ど
う
た
す
く
、

あ
お
き
み
そ
ら
、
西
陸
斗
、
佐

藤
颯
大
、
岩
﨑
玲
奈
、
林
杏
香
、

原
田
緑
、
松
元
翔
太
郎
、
林
奈

留
美
、
竹
元
萌
夏

平
成
21
年
度
償
却
資
産
の

申
告
に
つ
い
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
か
た
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産

の
状
況
を
、
そ
の
資
産
が
所
在
す

る
市
町
村
へ
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
提
出
期
限
は
２
月

２
日
の
予
定
）

今
年
、
耐
用
年
数
省
令
が
「
機

械
及
び
装
置
」
の
資
産
区
分
を
中

心
に
大
幅
に
改
正
（
３
９
０
→
５

５
区
分
）
さ
れ
、
平
成
21
年
度
の

申
告
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
申
告
し
て
い
た
だ
い�

て
い
る
事
業
者
の
か
た
へ
は
、
前

年
度
の
資
産
状
況
を
記
載
し
た
平

成
21
年
度
の
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
確
認
の
上
、
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

過
去
に
購
入
し
た
機
械
お
よ
び
装

置
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
改
正
後

の
耐
用
年
数
で
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。自

社
電
算
で
申
告
さ
れ
る
事
業

者
の
か
た
は
、
ご
利
用
の
シ
ス
テ

ム
が
改
正
後
の
耐
用
年
数
に
対
応

し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

新
規
事
業
者
の
か
た
、
も
し
く

は
初
め
て
申
告
を
さ
れ
る
か
た

は
、
申
告
様
式
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

相
続
人
代
表
者
の
指
定

固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、「
相
続
人
代
表

者
指
定
申
告
書
」
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
れ
は
遺
産
相
続
が
行
わ
れ
る

ま
で
の
間
、
納
税
の
管
理
を
す
る

か
た
を
指
定
し
て
い
た
だ
く
届
け

出
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
届
け
出
さ

れ
て
い
な
い
か
た
は
、
早
め
の
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出

が
な
い
場
合
は
、
相
続
人
の
う
ち

お
一
人
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
亡
く
な
ら
れ

た
か
た
宛
て
に
送
付
し
て
い
た
納

付
書
に
つ
い
て
も
、
相
続
人
の
う

ち
お
一
人
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

相
続
人
代
表
者
を
変
更
す
る
場

合
も
相
続
人
代
表
者
指
定
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務

課
固
定
資
産
税
グ
ル
ー
プ
☎

（
45
）５
１
１
１
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課

軽
自
動
車
の

抹
消
・
変
更
の
手
続
き
は

お
早
め
に

軽
自
動
車
な
ど
を
人
に
譲
っ
た

り
、
廃
車
し
た
り
す
る
場
合
は
、

必
ず
抹
消
ま
た
は
変
更
の
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

を
忘
れ
る
と
、
引
き
続
き
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
諸
税

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０
２
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

健
康
き
り
し
ま
21
計
画（
案
）

へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
健
康
増
進
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進

を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
と

な
る
霧
島
市
健
康
増
進
計
画
「
健

康
き
り
し
ま
21
」
を
策
定
中
で�

す
。こ

の
計
画
書
を
市
民
の
意
見
を

反
映
し
た
計
画
書
と
す
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
案
に
対

す
る
意
見
な
ど
の
募
集
）
を
実
施

し
、
計
画
策
定
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
意
見
に

対
す
る
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

●
公
表
（
受
付
）
期
間

12
月
15
日（
月
）～
１
月
16
日�

（
金
）必
着

●
公
表
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開

室
（
４
階
）、
健
康
増
進
課
、
隼

人
庁
舎
隼
人
市
民
課
、
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
、
牧
之
原
支
所
、

コ
ア
・
よ
か

●
提
出
方
法

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、

ま
た
は
閲
覧
場
所
に
あ
る
用
紙
に

記
入
し
、
ご
意
見
投
書
箱
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康

増
進
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
０
５
、
℻（
64
）０
９

４
６
、メ
ー
ルkenkou@
city-�

kirishim
a.jp

親
子
で「
手
打
ち
そ
ば
作
り
」

子
ど
も
を
取
り
巻
く
食
環
境
は

大
き
く
変
容
し
、
心
身
の
健
康
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、「
食
」を
通
し
て
親
子
で
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り

家
庭
に
お
い
て
健
全
な
食
生
活
を

実
践
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
第
２
回
親
子
料
理
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
手
打
ち
そ
ば

を
親
子
で
作
り
ま
す
。

◦�

対
象
＝
５
～
６
歳
児（
年
長
児
）

と
そ
の
保
護
者
（
預
か
り
保
育

あ
り
）

◦�

参
加
費
＝
無
料

◦�

持
参
す
る
も
の
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
上
履
き

◦�

申
込
方
法
＝
12
月
17
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
午
前
９
時
以

前
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）〈
先

着
順
〉

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

H ealth ◎健康情報

税
源
移
譲
で
あ
な
た
の

住
民
税
、
所
得
税
が

変
わ
っ
て
い
ま
す

こ
の
制
度
は
全
国
一
斉
に
改
正

さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
19
年
1
月

か
ら
、
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地

方
に
、
ま
た
よ
り
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
効
率
よ
く
行
え
る
よ

う
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
市

県
民
税
）
へ
の
税
源
の
移
譲
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
中
の
所
得
が

減
っ
て
所
得
税
が
課
さ
れ
ず
一
定

の
条
件
を
満
た
す
か
た
に
対
し
て

は
、
平
成
19
年
度
分
の
市
県
民
税

の
減
額
措
置
に
よ
り
還
付
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

Ｑ
住
民
税
、
所
得
税
の
税
率

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

の
で
す
か
。

Ａ
住
民
税
の
総
合
課
税
の
所

得
割
の
税
率
が
【
表
1
】

の
と
お
り
、
一
律
10
㌫
（
市
民
税

６
㌫
・
県
民
税
４
㌫
）
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
所
得
税
は
【
表
１
】
の

と
お
り
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ

せ
た
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
４
段
階
か
ら
６
段
階
に
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
負
担
は
ど
う
な
る
の
。

Ａ
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
分

住
民
税
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
所
得
税
と
住
民
税
を

合
せ
た
負
担
は
、
基
本
的
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
定

率
減
税
が
【
表
２
】
の
と
お
り
廃

止
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
分
負
担
増

と
な
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民

税
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０
２
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

◎
霧
島
市
長
賞

◦�

題
名
＝

　

�「
み
ん
な
す
き
な 

お
お
と
り

い
」

◦�

作
者
＝

　

山
下
一
樹（
霧
島
小
学
校
３
年
）

T ax ◎税務情報

◎
霧
島
市
議
会
議
長
賞

◦�

題
名
＝

　

�「
や
す
ら
や
ま
の
て
っ
ぺ
ん
に

の
ぼ
っ
た
よ
」

◦�

作
者
＝

　

吉
満
光
伸（
安
良
小
学
校
１
年
）

A rt/culture ◎芸術・文化

改　正　前

課税所得金額 市民税 県民税
税率 速算控除額 税率 速算控除額

200万円以下 3% 0円 2% 0円700万円以下 8% 100,000円
700万円超 10% 240,000円 3% 70,000円

改正後（平成19年度分の住民税から）
課税所得金額 市民税 県民税 合計
一律 6% 4% 10%

改　正　前
課税所得金額（円） 税率 速算控除額
1,000 ～ 3,299,000 10% 0円

3,300,000 ～ 8,999,000 20% 330,000円
9,000,000 ～ 17,999,000 30% 1,230,000円

18,000,000 以上 37% 2,490,000円

改正後（平成19年分の所得税から）
課税所得金額 (円） 税率 速算控除額
1,000 ～ 1,949,000 5% 0円

1,950,000 ～ 3,299,000 10% 97,500円
3,300,000 ～ 6,949,000 20% 427,500円
6,950,000 ～ 8,999,000 23% 636,000円
9,000,000 ～ 17,999,000 33% 1,536,000円

18,000,000 以上 40% 2,796,000円

定率減税
年度 平成17年度 平成18年度

住民税 15% 7.5%
限度額40,000円 限度額20,000円

平成19年度

廃　止

【表 1】住民税・所得税の税率の流れ

【表 2】住民税の定率減税の流れ

⬇

⬇

住 

民 

税

所 

得 

税

➡

国　分 牧　園

日　時

12 月 24 日（水） 12月 25日（木）

午前９時 30分～午後１時
（受付時間＝午前９時 15分～９時 30分）

場　所 国分シビックセンター内
公民館２階　調理実習室

牧園保健センター内
調理実習室

T ax ◎税務情報
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今
回
は
、発
達
障
害
の
あ
る
人
々
（
児
童
・

大
人
）
へ
の
支
援
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

<

支
援
の
前
に>

ま
ず
は
、
支
援
の
前
に
心
に
留
め
て
お
き

た
い
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
ま
す
。

①
：
そ
の
１
つ
は
、
前
回
説
明
し
た
３
つ

の
発
達
障
害
（
広こ

う

汎は
ん

性
発
達
障
害
・
学
習
障

害
・
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
）を
持
つ
人
々
は
、

き
れ
い
に
線
を
引
い
て
分
類
で
き
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
３
つ
の
障
害
の

う
ち
１
つ
だ
け
は
も
ち
ろ
ん
、
２
つ
、
あ
る

い
は
３
つ
す
べ
て
が
重
複
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
ま
た
、
健
常
と
い
わ
れ
る
児
童
や
大

人
た
ち
の
中
に
も
、
こ
う
い
っ
た
特
徴
を
少

な
か
ら
ず
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。実
は
、こ
う
い
っ
た
特
徴
は
、

み
ん
な
が
大
な
り
小
な
り
持
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、「
障
害
」
と
い
う
の
は
、
そ
の

度
合
い
が
、
日
常
生
活
を
困
難
に
す
る
ほ
ど

大
き
い
場
合
の
状
態
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

②
：
①
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、「
発

達
障
害
」
は
、
健
常
か
障
害
か
と
分
け
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、そ
の
人（
児

童
・
大
人
）
が
生
き
や
す
く
な
る
た
め
の
特

別
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
ど
う
か

を
見
極
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校

教
育
現
場
で
は
、
こ
う
い
っ
た
流
れ
が
す
で

に
始
ま
っ
て
お
り
「
特
殊
教
育
」
か
ら
そ
の

子
、
そ
の
子
に
あ
っ
た
「
特
別
支
援
教
育
」

と
い
う
言
葉
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

③
：
３
つ
目
は
、「
支
援
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
で
す
。
支
援
あ
る
い
は
援
助
と
い

う
こ
と
は
、
ま
ず
助
け
を
求
め
る
人
が
主
体

で
あ
り
、
中
心
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
相
手
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、

何
を
求
め
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
け
れ
ば
、

い
く
ら
良
か
れ
と
思
っ
た
こ
と
で
も
、
余
計

な
こ
と
や
逆
に
苦
し
め
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
、
本
人
は
苦
手

な
と
こ
ろ
を
指
摘
さ
れ
た
り
、
指
導
さ
れ
る

こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
自
分
は
何
が
で
き
る
の

か
を
確
か
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
発
達
障
害
」

を
抱
え
て
い
る
人
と
家
族
へ
の
支
援
の
た
め

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

<

支
援
の
た
め
の
か
か
わ
り
と
は>

相
手
の
思
い
や
意
図
が
な
か
な
か
理
解
で

き
ず
、
人
と
共
に
何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
と

不
器
用
さ
だ
け
が
目
立
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、

い
じ
め
に
あ
っ
た
り
、
絶
え
ず
叱
ら
れ
続
け

る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
発
達
障
害

の
子
ど
も
た
ち
に
「
心
配
な
こ
と
は
？
嫌
な

こ
と
は
？
」と
尋
ね
る
と「
別
に
、な
い
よ
！
」

と
い
う
応こ

た

え
が
返
っ
て
き
ま
す
。『
そ
う
言

わ
れ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
！
』
と
い
う

あ
き
ら
め
に
近
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

発達障害

こ
の
子
た
ち
が
、
少
し
で
も
主
体
的
に
楽
し

み
な
が
ら
生
き
て
い
け
る
た
め
に
は
ど
う
寄

り
添
っ
て
い
け
ば
い
い
か
に
つ
い
て
悩
む
こ

と
が
支
援
の
始
ま
り
に
な
り
ま
す
。

次
は
、
健
常
児
と
の
違
い
を
見
極
め
る
た

め
の
確
か
め
で
は
な
く
、
こ
の
子
が
今
持
っ

て
い
て
使
っ
て
い
る
力
を
そ
の
子
と
一
緒
に

見
つ
け
る
た
め
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
が
「
育
ち
た
い
、
生
き
た
い
」
と
思

え
る
基
本
は
、
障
害
が
あ
る
子
も
な
い
子

も
「
自
分
は
こ
れ
が
で
き
る
か
ら
と
り
あ
え

ず
大
丈
夫
だ
」
と
思
え
る
、
そ
の
子
な
り
の
、

そ
の
子
し
か
持
て
な
い
自
分
に
対
す
る
肯
定

感
を
味
わ
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
現
実
は
そ
の
子
が
身
近
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
目
に
見
え
る
成
長
を
確
か

め
る
と
理
屈
抜
き
に
う
れ
し
く
思
い
「
も
っ

と
早
く
、
も
っ
と
…
」
と
い
う
期
待
が
先
に

立
ち
ま
す
。
そ
れ
も
当
然
な
こ
と
で
す
。
問

題
は
、
そ
の
期
待
と
「
そ
の
子
の
身
の
丈
に

応
じ
た
育
ち
」
と
の
兼
ね
合
い
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
実
は
、
こ
の
兼
ね
合
い
や
折
り

合
い
が
と
て
も
大
変
な
の
で
す
。
そ
の
ご
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
の
が
、
誰
で
も
な
く
本
人

と
ご
家
族
な
の
で
す
。
支
援
の
要
と
し
て
は
、

そ
の
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
心
情
を
汲く

み
と
り
な

が
ら
、
そ
こ
に
真し

ん
　
し摯
に
寄
り
添
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

２
回
に
わ
た
っ
て
発
達
障
害
の
解
説
を
し

ま
し
た
。
多
く
の
か
た
に
身
近
な
問
題
と
し

て
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

発
達
障
害
へ
の
支
援

やさしい医療講座
志學館大学人間関係学部心理臨床学科

准教授／山喜高秀

M E D I C A L  L E C T U R E

溝
辺
小
学
校
は
、
今
年
で
創
立

１
３
２
周
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る

学
校
で
す
。
現
在
１
９
４
人
（
男

子
１
０
５
人
、
女
子
89
人
）
の
児

童
が
学
ん
で
い
ま
す
。

同
校
で
は
子
ど
も
た
ち
が
目
に

見
え
る
形
で
目
標
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

一
つ
が
「
わ
か
た
か
算
数
」。
毎

月
１
回
、
算
数
の
テ
ス
ト
を
行
い
、

合
格
し
た
ら
次
の
段
階
に
進
め
る

学
年
の
枠
を
取
り
除
い
た
進
級
制

の
特
別
授
業
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
輪
車
や
鉄
棒
な
ど
の
運

動
競
技
に
も
段
階
に
合
わ
せ
た
階

級
を
設
け
て
い
ま
す
。

地
元
に
学
ぶ
食
育

溝
辺
小
学
校
で
は
、
地
域
の
か

た
の
協
力
を
も
ら
っ
て
食
育
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
地
元

の
農
業
生
産
者
や
高
齢
者
な
ど
と

給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
地
元
に
伝

わ
る
食
文
化
な
ど
を
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
給
食
は
地
産
地

消
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
平

成
13
年
に
は
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
学
校
、
給
食
セ

ン
タ
ー
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

11
月
25
日
に
は
、
３
年
生
が
溝

辺
町
茶
業
青
壮
年
部
の
皆
さ
ん
か

ら
、
お
茶
の
歴
史
や
お
い
し
い
お

茶
の
入
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
同
校
の
長
瀬
照
道
校
長

は
「
地
元
に
あ
る
食
文
化
を
地
元

の
か
た
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
食
文

化
を
身
近
に
感
じ
、
改
め
て
食
を

見
直
す
良
い
機
会
に
な
る
の
で

は
」
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

溝
辺
小
学
校
は
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
か
た
と
一
緒
に
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
見
守
り
ま
す
。

地域と一体となった食育活動
地元の食文化を知る

お茶について勉強している３年生

溝辺町茶業青壮年部は、溝辺地区の特産品でもある
お茶の良さを知ってもらうために、毎年、溝辺地区の各
小学校で子どもたちにおいしいお茶の入れかたなどを教
えています。溝辺小学校みたいに、地域とのかかわりを
大切にすることは、とても大事だと思います。地域には
伝統や文化、食など守っていかなければならないものが
あります。そのことを学校と地域が一緒になって子どもた
ちに教えていかなければいけないと思います。これからも、
地域全体で子どもたちの成長を見守っていきたいです。

◎
溝
辺
町
茶
業
青
壮
年
部

今
吉
耕
己
さ
ん

溝辺小学校
食育活動
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K irishima Information

前
６
時
55
分
～
７
時
40
分
（
雨

天
中
止
）

◦�

場
所
＝
城
山
公
園
（
国
分
）

◦�

内
容
＝
太
鼓
演
奏
、
小
中
学
生

に
よ
る
一
言
リ
レ
ー
発
表
ほ
か

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
市
民

運
動
推
進
室
☎（
64
）０
９
１
５

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
20
年
工
業
統
計
調
査
が

12
月
31
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
調
査
に
あ
た
っ
て
12
月
中
旬

か
ら
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
、「
工
業
統
計
調
査
の
お
願
い
」

を
ご
覧
の
上
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

な
お
、調
査
員
は
「
調
査
員
証
」

を
携
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
情
報
政
策
課

統
計
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
３

３
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
処
理
区
域
内
で
、
土
地

の
売
買
、
相
続
な
ど
に
よ
り
受
益

者
と
な
る
か
た
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
双
方
協
議
の
上
、
す
ぐ

に
「
受
益
者
変
更
届
出
書
」
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
の
負
担

金
は
新
し
い
受
益
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
は
１
回
限
り
の

賦ふ

課か

の
た
め
、
期
別
途
中
で
の
受

益
者
の
変
更
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
土
地
所
有
権
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
下
水
道
課
☎

（
46
）７
７
７
８

姶
良
地
区
学
校
給
食
展

◦�

日
時
＝
１
月
10
日（
土
）・
11
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
11
日
は
午
後
５
時
ま
で

◦�

場
所
＝
隼
人
国
分
サ
テ
ィ
２
階

サ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◦�

内
容
＝
各
学
校
の
給
食
の
展
示
、

「
食
」
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ

る
劇
、
料
理
教
室
、
試
食
コ
ー

ナ
ー
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）０
５
２
８

宝
く
じ
助
成
金

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

「
逆さ

か

鉾ほ
こ

太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア（
霧
島
）」

は
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
を
活

用
し
、
和
太
鼓
を
整
備
し
ま
し
た
。

逆
鉾
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
皆
さ
ん

は
、「
地
域
の
活
動
を
よ
り
推
進

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
決
意
を
新

た
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

☎（
64
）０
９
１
４

霧
島
市
商
工
会

「
新
春
講
演
会
」＆

「
新
春
賀
詞
懇
談
会
」

◦�

日
時
＝
１
月
６
日（
火
）【
講
演

会
】
午
後
４
時
か
ら
【
懇
談
会
】

午
後
６
時
か
ら

◦�

場
所
＝
か
ご
し
ま
空
港
ホ
テ
ル

◦�

講
師
＝
森
永
卓
郎
氏
（
経
済
ア

ナ
リ
ス
ト
・
獨ど

っ

協き
ょ
う

大
学
教
授
）

◦�

会
費
＝
５
０
０
０
円（
前
売
り
）

※�

チ
ケ
ッ
ト
は
商
工
会
本
所
、
支

所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
講

演
会
は
無
料

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
商
工

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎（
42
）１
１
４
３
、

農
業
委
員
会
事
務
局
☎（
64
）０

９
２
９
、
各
総
合
支
所
産
業
振

興
課

「
コ
ア
・
よ
か
」

年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
コ

ア
・
よ
か
」は
、
12
月
29
日（
月
）か

ら
１
月
３
日（
土
）ま
で
の
間
は
休

業
と
な
り
ま
す
。

●
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

◦�
申
請
受
付
＝
【
年
末
】
12
月
26

日（
金
）ま
で
【
年
始
】
１
月
５

日（
月
）か
ら

◦�

取
扱
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分

●
納
税
・
証
明
な
ど

◦�

申
請
受
付
＝
【
年
末
】
12
月
28

日（
日
）ま
で
【
年
始
】
１
月
４

日（
日
）か
ら

◦�

取
扱
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後

７
時

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
☎（
46
）１
３
３
７

新
春
市
民
の
つ
ど
い

新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
共
に
祝
い
、

初
日
を
よ
う
拝
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
１
月
１
日
（
元
旦
）
午

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
調
製
の
た
め
、
農
地
基
本
台
帳

に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
た
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
１
月
９

日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
選
挙

権
の
行
使
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

該
当
要
件
＝
市
内
居
住
の
満
20

歳
以
上
で
、
次
の
①
②
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

①�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
者

②�

①
の
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の

同
居
（
住
所
お
よ
び
生
計
を
共

に
し
て
い
る
こ
と
）
の
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す

る
者

◦�

提
出
方
法
＝
①
返
信
用
封
筒
で

郵
送
②
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

へ
直
接
提
出
③
自
治
会
長
へ
提

出
（
封
入
提
出
）

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

会
総
務
課
☎（
42
）２
１
２
８

地
方
行
革
セ
ミ
ナ
ー

　
鹿
児
島

◦�

日
時
＝
１
月
10
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
45
分

◦�

場
所
＝
県
庁
講
堂

◦�

定
員
＝
４
０
０
人
〈
申
込
順
〉

※�

参
加
無
料
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
は
共
生

協
働
推
進
課
【
☎（
64
）０
９
８

８
】
に
も
あ
り
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
地
方

行
革
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
☎
０
３

（
５
５
６
８
）１
０
１
６

募　

集

「
出
張
！
な
ん
で
も

鑑
定
団　
霧
島
市
」
の

お
宝
を
募
集
し
ま
す

市
制
３
周
年
と
西
郷
隆
盛
像
建

立
20
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
ま

す
。
あ
な
た
の
お
宝
を
鑑
定
し
て

も
ら
い
ま
せ
ん
か
。
時
代
、
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

◦�

応
募
方
法
＝
市
役
所
国
分
庁
舎

（
総
合
案
内
）、
隼
人
庁
舎
地
域

振
興
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
に
あ
る
申
込
書
に
写
真

【
全
体
像
、
主
要
な
部
分
（
絵

以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
（
二
人
一
組
）

◦�
定
員
＝
15
組
（
30
人
）

◦�
受
講
料
＝
無
料
（
材
料
代
一
組

６
０
０
円
）

◦�

申
込
方
法
＝
電
話
に
て
受
付

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
働
く
婦
人
の

家
☎（
46
）４
４
６
４

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

●
太
極
拳
講
座

（
１
月
～
３
月
・
全
10
回
）

◦�

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
、
午
後
２

時
～
４
時

◦�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

●�

ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
講
座

（
１
月
～
３
月
・
全
10
回
）

◦�

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
、
午
前
10

時
～
11
時

◦�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

◎�

申
込・問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・

あ
も
り
☎（
43
）３
３
７
３

お
詫
び
と
訂
正

広
報
11
月
お
知
ら
せ
版
11
ペ
ー

ジ
「
お
く
や
み
」
欄
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

●�

立
和
田
實
さ
ん
（
77
）
磯
新
堀

【
誤
】隼
人
町
→
【
正
】福
山
町

柄
や
文
字
な
ど
）
の
ア
ッ
プ
、

銘
や
落
款
な
ど
】
を
３
枚
以
上

添
付
し
て
郵
送
ま
た
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。（
一
人
何
点
で
も

応
募
可
）
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※�

申
込
書
類
・
写
真
は
返
却
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

収
録
予
定
日
に
出
場
可
能
な
か

た
に
限
り
ま
す
。
古
物
売
買
免

許
の
あ
る
か
た
は
ご
遠
慮
い
た

だ
き
ま
す
。

◦�

応
募
締
切
＝
１
月
30
日（
金
）�

（
必
着
）

◦�

選
考
方
法
＝
テ
レ
ビ
東
京
の
番

組
ス
タ
ッ
フ
が
選
考
し
ま
す
。

◦�

収
録
予
定
日
＝
３
月
22
日（
日
）

◦�

収
録
場
所
＝
溝
辺
公
民
館
（
み

そ
め
館
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺

総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
「
な

ん
で
も
鑑
定
団
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎（
59
）３
１
１
１
、
〒�

８
９
９
︲
６
４
９
３　

溝
辺
町

有
川
３
４
１

霧
島
市
第
５
期
高
齢
者
福
祉

計
画
等
（
案
）へ
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
の
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
介

護
保
険
事
業
の
基
本
指
針
と
な
る

「
霧
島
市
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計

画
お
よ
び
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
こ
れ
に

対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
、
計
画

策
定
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
意
見
に
対
す
る
個

別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◦�

公
表
（
受
付
）
期
間
＝
12
月
16

日（
火
）～
１
月
15
日（
木
）必
着

◦�

公
表
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

情
報
公
開
室
、
高
齢
・
障
害
福

祉
課
、
隼
人
庁
舎
隼
人
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
牧

之
原
支
所
、
コ
ア
・
よ
か

◦�

提
出
方
法
＝
閲
覧
場
所
に
あ
る

用
紙
に
記
入
し
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
ご
意
見
投

書
箱
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
高

齢
・
障
害
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
グ
ル
ー
プ
・
介
護
保
険
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
９
５
、
℻

（
45
）１
９
０
０
、
メ
ー
ルkou-�

shou@
city-kirishim

a.jp

パ
ソ
コ
ン
講
座

４
０
３
／
エ
ク
セ
ル
講
座
入
門

コ
ー
ス

１
月
20
日（
火
）～
21
日（
水
）

４
０
４
／
エ
ク
セ
ル
講
座
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

１
月
22
日（
木
）～
23
日（
金
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員=

各
20
人
（
市
民
対
象
）

◦�

受
講
料
＝
各
１
０
０
０
円

※
両
コ
ー
ス
の
同
時
申
込
不
可

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

コ
ー
ス
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
往
信
面

の
右
側
に
は
何
も
記
入
し
な

い
）

◦�

申
込
締
切
＝
１
月
８
日（
木
）必

着
◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９

１
９
、
〒
８
９
９
︲
４
３
９
４

国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

働
く
婦
人
の
家「
親
子
講
座
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
＝
12
月
25
月（
木
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

◦�

場
所
＝
働
く
婦
人
の
家

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.68/2008.12）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

コウテイダリア（キク科）

お便りをくださったかたの中から
カット割引券を10人のかたにプレ
ゼント。応募締め切りは12月22日
（月）当日有効です。当選の発表
は、商品の発送を持ってかえさせ
ていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます

●

ホ
ー
ル
の
隅
々
ま
で
響
き
渡
る

透
き
通
っ
た
声
、
い
つ
ま
で
も
聴

い
て
い
た
く
な
る
心
に
残
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
ね
。

休
日
に
デ
パ
ー
ト
へ
出
か
け

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
の
中
に
、
お

で
こ
用
の
冷
却
シ
ー
ト
を
貼は

っ
た

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
見
か
け
ま
し

た
。
シ
ー
ト
を
貼
っ
て
い
る
姿
か

ら
体
調
が
い
い
よ
う
に
は
見
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
高
熱
で

も
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
病
気

の
子
ど
も
を
外
に
連
れ
出
す
の
は

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
デ

パ
ー
ト
に
は
赤
ち
ゃ
ん
や
妊
婦
さ

ん
、
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力
の
弱
い

か
た
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
親
が
外
出
を
あ
き
ら
め
る

か
、
ど
う
し
て
も
急
用
な
ら
ば
託

児
所
や
家
族
に
預
け
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
朝
晩
が
冷
え

込
み
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

感
染
症
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。

体
調
を
崩
し
て
い
る
お
子
さ
ん
は

家
で
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。（
さ
つ
ま
い
も
Ｒ
22

歳
女
性
）

●

治
療
の
帰
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
風
邪
は
万
病
の
も
と
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
周
り
の
人
へ
の
気

遣
い
も
大
切
で
す
ね
。

こ
こ
数
年
、
マ
イ
バ
ッ
ク
か

マ
イ
か
ご
を
持
っ
て
買
い

物
を
し
て
い
ま
す
。
店
舗
ご
と
で

も
ち
よ
り
の
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
財

布
の
中
は
何
枚
も
の
カ
ー
ド
が
入 

っ
て
、
か
さ
ば
っ
た
り
、
レ
ジ
の

精
算
の
と
き
に
手
間
取
っ
た
り
し

ま
す
。
市
内
の
ど
の
店
で
も
使
え

る
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
が
で
き
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
交
換
は
一

番
ス
タ
ン
プ
の
数
の
多
い
と
こ
ろ

で
し
て
も
ら
え
る
と
か
ど
う
で
し 

ょ
う
か
。
市
と
企
業
が
手
を
つ
な

い
で
レ
ジ
袋
削
減
の
エ
コ
活
動
を

し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。（
香
ジ
ャ
ス
ミ
ン
51
歳
女
性
）

●

最
近
は
エ
コ
活
動
に
関
す
る
お

便
り
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
共
通
の
エ
コ
カ
ー
ド
は
よ

い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。

私
た
ち
家
族
は
今
年
の
３
月

に
鹿
児
島
市
か
ら
霧
島
市

に
移
住
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
て

思
う
こ
と
は
、
子
ど
も
連
れ
の
ト

イ
レ
が
不
便
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

親
子
で
入
れ
る
ト
イ
レ
が
ま
だ

ま
だ
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
外
ト

イ
レ
も
多
い
よ
う
な
気
が
す
る
し
、

和
式
の
み
も
多
い
で
す
ね
。
結
構

親
子
連
れ
の
か
た
は
不
便
な
よ
う

な
気
が
す
る
の
で
す
が
皆
さ
ん
ど

う
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
中
に
は
き
ち
ん
と
さ
れ

て
い
る
お
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
、
施
設
の
ト
イ

レ
改
善
を
ひ
そ
か
に
望
む
私
で
す
。

（
ぽ
ん
32
歳
女
性
）●

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
外
で
待
た

せ
て
の
ト
イ
レ
は
お
母
さ
ん
も
心

配
で
す
ね
。
防
犯
上
も
必
要
な
こ

と
を
多
く
の
か
た
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

今
月
は
家
族
へ
の
想お

も

い
や
、
あ

い
さ
つ
の
大
切
さ
な
ど
、
15
通
の

お
便
り
が
あ
り
ま
し
た
。

文
章
は
文
字
数
調
整
の
た
め
添

削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず

お
書
き
く
だ
さ
い
。

８
月
に
、
喜
寿
を
迎
え
た
主

人
の
父
を
囲
み
、
家
族
で

指
宿
ま
で
喜
寿
祝
い
の
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。
76
歳
の
父
は
曽
於
市

末
吉
町
で
趣
味
の
竹
細
工
や
家
庭

菜
園
に
励
み
、
県
内
各
地
を
夫
婦

で
ド
ラ
イ
ブ
や
散
策
を
楽
し
む
な

ど
、
私
た
ち
夫
婦
が
理
想
と
す
る

人
生
の
お
師
匠
さ
ん
で
す
。
父
が

作
っ
た
竹
細
工
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
か

ご
に
、
母
の
作
っ
た
梅
干
や
ニ
ガ

ウ
リ
の
佃
煮
を
入
れ
た
お
に
ぎ
り

の
弁
当
を
入
れ
て
、
１
歳
の
娘
と

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出
か
け
る
た
び
に

両
親
の
存
在
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
金
で
は
買
え
な
い
、
目
に
は
見

え
な
い
大
切
な
こ
と
を
両
親
と
接

す
る
た
び
に
感
じ
て
吸
収
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
も
手
づ
く

り
や
伝
統
を
引
き
継
い
で
生
き
て

い
き
た
い
で
す
。
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。（
１

歳
い
ち
ご
の
マ
マ
31
歳
女
性
）

●

す
て
き
な
ご
両
親
で
す
ね
、
お

互
い
に
尊
敬
で
き
る
、
そ
し
て
健

康
、
何
よ
り
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

家
に
い
る
と
な
か
な
か
世
間

の
動
き
に
う
と
く
な
り
が

ち
な
の
で
、
い
つ
も
こ
の
広
報
誌

で
情
報
収
集
を
し
て
い
る
１
児
の

新
米
マ
マ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
育
児
休
暇
っ
て
本

当
に
い
い
制
度
で
す
よ
ね
。
最
近

は
取
得
し
て
い
る
人
も
結
構
い

ら
っ
し
ゃ
る
み
た
い
で
す
し
。
で

も
、
実
際
子
ど
も
を
産
ん
で
不
便

を
感
じ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
育

児
休
暇
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

産
後
す
ぐ
に
は
家
事
も
ろ
く
に
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
か

た
が
自
分
の
お
母
さ
ん
、
つ
ま
り

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
面

倒
を
見
て
も
ら
い
ま
す
よ
ね
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
も
、
ま
だ

ま
だ
現
役
で
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い

る
か
た
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
か

ら
、
せ
め
て
軽
い
家
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
ぐ
ら
い
ま
で
休
め
る

よ
う
な
制
度
が
あ
れ
ば
い
い
の
に

と
感
じ
ま
す
。
こ
ん
な
制
度
が
あ

れ
ば
す
て
き
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

（
ゆ
い
ち
ょ
の
は
は
31
歳
女
性
）

●

祖
父
母
が
育
児
休
暇
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
制

度
も
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

東
京
の
大
学
、
海
外
留
学
、

東
京
で
の
就
職
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で
娘
が
帰

省
し
て
き
ま
し
た
。「
や
っ
ぱ
り

霧
島
は
い
い
と
こ
ろ
だ
ね
、
こ
の

自
然
に
身
も
心
も
い
や
さ
れ
る
よ

ね
」の
一
言
。「
田
舎
だ
か
ら
」
と

い
う
親
の
気
持
ち
は
、
都
会
で
暮

ら
し
た
娘
に
と
っ
て
は
意
外
な
気

持
ち
の
よ
う
で
す
。
す
て
き
な
こ

の
天
地
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま

し
た
。（
３
人
娘
の
母
49
歳
女
性
）

●

飛
行
機
で
桜
島
を
眼
下
に
旋
回
、

そ
し
て
霧
島
連
山
を
眺
め
な
が
ら

着
陸
し
て
い
く
と
き
、
本
当
に
霧

島
市
民
で
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

う
ち
の
子
ど
も（
幼
児
二
人
）

は
本
が
大
好
き
。
霧
島
市

に
な
っ
て
国
分
図
書
館
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
楽
し
み
が
増

え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
の
毎
月
テ
ー
マ
ご
と
変

わ
る
展
示
物
、
２
週
間
に
一
度
、

子
ど
も
と
一
緒
に
芸
術
鑑
賞
ま
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
う
れ
し
く
思 

っ
て
い
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
月

に
一
回
の「
は
や
と
す
ず
か
け
号
」、

近
く
ま
で
来
て
く
れ
る
移
動
図
書

館
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。（
図

書
館
最
子
ー
♥
39
歳
女
性
）

●

子
ど
も
さ
ん
が
本
好
き
な
の
は

お
母
さ
ん
に
似
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

霧
島
市
制
３
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
ど

も
が
霧
島
高
校
に
通
学
し
て
い
る

縁
で
、
３
周
年
記
念
式
典
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
い
こ
と
に
、
入
学
式
に

続
い
て
今
年
２
度
目
と
な
る
辛
島

美
登
里
さ
ん
の
と
て
も
す
て
き
な

歌
声
が
聴
け
て
、
と
っ
て
も
元
気

が
出
ま
し
た
。
子
ど
も
の
学
校
は

来
年
や
っ
と
１
歳
に
な
り
ま
す
が
、

辛
島
さ
ん
は
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
と

の
こ
と
で
し
た
。
２
度
あ
る
こ
と

は
３
度
あ
る
。
ま
た
近
い
う
ち
に

す
て
き
な
歌
声
を
ど
こ
か
で
聴
け

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
歌
は
人

の
心
に
優
し
く
沁し

み
こ
ん
で
勇
気

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。（
由
美
子

46
歳
女
性
）
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市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

◎人口／128,225人（＋69）
男性／ 61,895人（＋38）
女性／ 66,330人（＋31）
出生 128人／死亡 99人
転入 391人／転出 353人
◎世帯数／57,057世帯（＋14）

（平成20年11月１日現在）

12PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S◎今月の表紙

温
泉
と
と
も
に
湯
煙
も
豊
富
な
丸
尾
地
区
。
そ
の
一
角

に
あ
る
蒸
気
で
蒸
し
た
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
と
温
泉
卵
が

人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
地
元
の
ヨ
モ
ギ
と
紫

イ
モ
を
使
っ
た
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
か

ら
求
め
に
来
ら
れ
る
か
た
も
多
く
、
売
り
切
れ
時
に
は

苦
情
を
聞
く
こ
と
も
。（
今
回
は
卵
と
一
緒
に
撮
影
）足

湯
と
お
ま
ん
じ
ゅ
う
、
ほ
か
ほ
か
気
分
に
な
り
そ
う
で
す
。

11月27日 午前８時58分
牧園町高千穂（丸尾／霧島温泉市場）

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ28～135㎜3.5 ～ 5.6
1/30S　F5.6　ＩＳＯ400

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださったかたの中から

で
も
都
会
、
デ
パ
ー
ト
ま
で
歩
い

て
い
く
よ
う
な
便
利
な
場
所
に
住

み
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
ほ

と
ん
ど
な
い
日
常
で
し
た
の
で
、

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
は
美
し
い

〈随ずいそう想〉

山
々
に
囲
ま
れ
、
私
に
と
っ
て
は

夢
の
よ
う
な
毎
日
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
数
年
前
か
ら
は
地

球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、

初
め
の
頃
に
比
べ
気
候
が
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
悪
く
な
り
、
風
が
強
く

雨
は
多
く
、
台
風
が
直
撃
し
、
家

が
飛
ば
さ
れ
な
い
か
と
冷
や
冷
や

す
る
こ
と
も
起
き
、
自
然
の
厳
し

さ
も
体
験
し
ま
し
た
。

一
方
、
私
た
ち
兄

き
ょ
う

弟だ
い

妹い
も
う
とは
、
ト

リ
オ
ズ
と
い
う
名
で
、
大
阪
で
少

し
ず
つ
始
め
て
い
た
絵
本
作
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
も
と
も
と
作

家
志
望
だ
っ
た
二
男
が
文
章
を
、

画
家
志
望
だ
っ
た
長
男
と
私
が

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
づ
く
り
と
彩
色
を

担
当
し
、
こ
の
霧
島
の
自
然
の
中

で
感
じ
た
有
機
的
な
雰
囲
気
を
創

作
に
生
か
し
て
、
一
つ
の
形
に
ま

と
め
た
の
が
自
費
出
版
の
絵
本

「
ポ
ッ
テ
じ
い
さ
ん　

パ
ド
ル
ト

じ
い
さ
ん
」
で
す
。
ま
た
最
近
で

は
高
千
穂
峰
や
桜
島
も
は
っ
き
り

と
絵
の
中
に
描
き
、
メ
ル
ヘ
ン
画

を
制
作
し
て
い
ま
す
。

最
近
そ
の
作
品
を
個
展
で
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

折
、
こ
ち
ら
で
芸
術
、
文
化
的
な

こ
と
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
た
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

霧
島
に
移
り
住
ん
で
早
14
年
、

自
然
が
い
つ
も
穏
や
か
で
あ
る
こ

◎大川内  梨恵

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
大
阪
か
ら
こ

の
霧
島
に
旅
行
に
来
て
、
母
と
二

人
、
ホ
テ
ル
で
朝
食
を
と
っ
て
い

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
夏
と
は
思

え
な
い
サ
ラ
ッ
と
し
た
涼
し
さ
、

時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
静
け

さ
と
ゆ
っ
た
り
感
、
庭
の
芝
生
が

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
、
そ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
心
地
よ
さ

で
し
た
。
大
阪
へ
帰
っ
て
か
ら
も
、

そ
の
朝
の
ひ
と
と
き
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
霧
島
へ
の
あ
こ
が
れ
は
募
る

ば
か
り
。

そ
れ
か
ら
６
年
、
家
族
で
よ
く

相
談
し
て
、
霧
島
の
別
荘
地
に
移

住
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
父
は

菱
刈
町
（
現
伊
佐
市
）
出
身
で
、

母
は
大
阪
生
ま
れ
で
す
が
祖
父
母

が
国
分
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鹿

児
島
に
は
お
墓
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
大
阪
で
父
が
経
営
す
る
設

計
事
務
所
に
兄
た
ち
は
建
築
士
と

し
て
働
き
、
母
と
私
は
経
理
を
手

伝
い
、
家
族
全
員
、
毎
日
忙
し
く

仕
事
を
し
て
い
た
最
中
で
、
周
囲

の
人
た
ち
か
ら
思
い
切
っ
た
選
択

だ
と
驚
か
れ
ま
し
た
。

大
阪
に
い
た
こ
ろ
は
都
会
の
中

と
を
願
い
つ
つ
、
自
然
の
あ
り
が

た
さ
、
厳
し
さ
の
ど
ち
ら
も
自
分

の
体
験
と
し
て
、
今
後
の
創
作
に

反
映
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
…
兄
弟
妹
三
人
で
の
絵
本
作

り
。
朝
夕
、
さ
ま
ざ
ま
に
色
を
変

え
る
山
々
。
澄
ん
だ
水
を
た
た
え

る
せ
せ
ら
ぎ
、
散
歩
に
出
る
と
必

ず
出
会
う
小
鳥
た
ち
。
は
じ
め
て

知
っ
た
自
然
の
中
に
漂
う
不
思
議

な
あ
た
た
か
さ
を
こ
の
絵
本
か
ら

感
じ
て
も
ら
え
た
ら
。」　

絵
本
の

後
付
よ
り
（
ト
リ
オ
ズ　

孝
之
・

聖
二
・
梨
恵
）

「霧島とメルヘン」

こ
こ
ろ
が
ホ
ッ
と
あ
た
た
か
く
な
る
お
は
な
し

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご覧
いただけます。パソコンをお持ちでない
かたも、インターネット接続可能な携帯
電話を利用して、霧島市ホームページの
情報の一部を検索できます。

い よいよ師走、忘年会も多くなる季節。今日は校了日といって広報
誌の原稿を印刷屋さんに渡す最後の日。私は忘年会。なので早

めに原稿書きを終わらせ余裕でいたとき｢（た）さん、原稿の行数が足り
ないですよ｣と言われ、それからバタバタ。やっぱり師走は忙しい（た）

霧 島ぐるり１巡鉄道」夢は現実に。編集締切の朝、日豊、肥薩、吉
都線を結ぶ鉄道の旅がすでに２年前から企画されているとの新聞

記事を目にした。今月の特集は、鉄道をモチーフにしたデザイン。霧島
本線は霧島連山を巡る仮想の霧島環状線、定期路線も夢ではない（ふ）

鍋 物や温泉などあったかいものが恋しくなる季節。そんな季節にも
ぴったりなショウガ。お寿司に添えてあるガリや薬味としてでし

か馴染みがなかったが、ショウガ入りのおにぎりや紅茶のおいしさは意
外だった。体もぽかぽかして温まりました。ぜひ試してみてください（あ）

今 年もいよいよ１か月を切りました。１年を振り返ると市民の皆さん
のご協力には、感謝の言葉しかありません。取材依頼をすると最

初は厳しい顔を見せても、最後は笑顔で撮影に応じてくれる。広報誌は
皆さんの協力が不可欠です。来年も最高の笑顔を見せてください（み）

現
場
主
義
を
貫
く

霧
島
市
が
誕
生
し
て
３
年
、

初
代
市
長
と
し
て
の
誇
り
を
糧

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
歴
史
も
文
化
も

異
な
る
ま
ち
が
、
新
た
な
時
代

を
迎
え
る
た
め
に
、
決
断
の

日
々
が
続
い
た
。
断
腸
の
思
い

で
決
断
し
た
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
痛
み

を
感
じ
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
べ

て
が
将
来
を
見
据
え
て
の
こ
と

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

障
害
に
悩
む
か
た
、
そ
し
て

そ
の
家
族
の
声
、
子
育
て
の
苦

労
に
耳
を
傾
け
る
。
高
齢
者
の

か
た
が
た
と
語
ら
う
。
災
害
現

場
の
視
察
、
交
通
防
犯
の
実
態
、

国
内
外
の
交
流
地
の
視
察
な
ど
、

肌
で
感
じ
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
物

事
を
見
通
す
こ
と
で
、
13
万

人
市
民
の
生
活
を
預
か
る
身
と

し
て
、
今
す
べ
き
こ
と
を
適
時
、

的
確
に
決
断
し
、
計
画
実
行
に

移
し
て
き
た
。

机
上
論
を
語
る
の
は
好
き
で

は
な
い
。
ま
ず
は
現
場
で
あ
る
。

市
政
を
預
か
る
者
が
、
現
場
を

見
ず
し
て
責
任
あ
る
決
断
を

下
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
愛
す
る
霧
島
市
が
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
我
が
身
を
張
っ
て

事
を
成
し
て
い
き
た
い
。

霧島支部理容組合では、お客さまへ安心･安全で確かな技術を提
供するため、講習会･勉強会に積極的に取り組んでいます。今後とも
組合加盟店では親切・丁寧な技術・サービスを提供していきますの
で、お客さまの身近なヘアアドバイザーとして組合加盟店をどうぞご
利用ください。また、加盟店も併せて募集しています。

県理容生活衛生同業組合
霧島支部のカット割引券を
プレゼントします

◎問い合わせ先＝霧島支部理容組合
　☎（45）1479
　http://www.riyo-k.com/kirishima/

Profile
おおかわうち りえ（45）
大阪市生まれ。大阪府羽衣学園短期
大学卒業後、父の経営する建築設計
事務所の経理を手伝いながら、日展
の熊谷明子氏に師事し、油絵を描く。
平成６年に家族と共に霧島田口に
移住。現在二人の兄と「トリオズ」
の名で、絵本、童話、メルヘン画、
キャラクターなどの制作をしている。
URL http://www.synapse.ne.jp/torios/
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